
  

 

 

 

 

 

   
先日、卒業式を無事終え、３年生はみなさまの後押しのおかげで、素晴らしい姿で卒業していきました。多くの卒業生の 

保護者の方々 や調布市長をはじめ、多くのご来賓の方々 にご出席いただき、生徒たちの雰囲気の良さが伝わる温かい式と 
なりました。みなさまのご理解とご協力に心から感謝申し上げます。 

  さて、２５日には修了式があり、子供たちは各学年の教育課程を全て学び終えました。修了式では次のように話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保護者の皆様、地域・関係者の方々 、これまで本校の教育活動についてご理解・ご協力を本当にありがとうございました。

４年間という与えられた期間で、子供たちから多くのことを学ばせていただきました。五中で校長ができたことを心から幸 
せに思うし、五中の子供たちを誇りに思っています。重ね重ねではありますが、感謝申し上げます。 

  今後は上記の通り、退職してJICAの体育隊員として国際協力を行う予定です。ソロモン諸島での任期期間は２年間です。
帰国後は、五中や五中の地域、調布市のために何か役に立つことがあればうれしく思っています。 

  また、今後も生涯学び続け、大好きなサッカーをプレイヤーとしても続け、健康に留意して元気な姿で皆様にお目にかか 
れることを願っています。 

  本当にありがとうございました。                               小坂 力 

自分には 

何ができるか 五中だより 
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校長先生のお話 【 夢をもつ 】 

 今日のテーマは「夢をもつ」です。 
あなたの好きなことは何ですか？例えばスポーツをすること、音楽を聴くこと、演奏すること、本を読むこと、ペットを

可愛がること、ゲームをすること、旅行をすること等「好きなこと」「得意なこと」を考えてみましょう。それではお話タ
イムです。周りの人と「好きなこと」「その理由」を話してみましょう。（みなさん楽しそうに意見を交わしていました） 
 私は、自分の好きなこと、そして好きなことを通してできることは何だろう？と考えました。そこで、次の３つの思いに
いたりました。 
 「そもそも体育の教員で、サッカーが好き」「子供の成長に携わり、人とかかわることが好き」「多少英語が話せる」 
 私はかねてから、今後、五中以外の学校で校長を務めるつもりはなく、異動対象となったときには退職するつもりでし
た。校長として4年間五中に勤め、この度、東京都の規定に則り異動の対象となりました。そこで東京都を退職し、自分の
できることを世の中に活かしたいと思い、青年海外協力隊（JICA）として国際協力をすることにしました。 
 今後は、ソロモン諸島という南の島で、国立大学の体育の教員を目指す学生に体育を指導し、子供たちにサッカーを教え
る仕事をします。 
  
大谷翔平は「夢をもつ」ことについて、次のように語っています。 

「人生が夢を作るんじゃない。夢が人生を作るんだ。」 
自分の人生をデザイン・メイクするのはあなた自身です。夢をもち、あなたにしかないあなたのよさを輝かせてくださ

い。この１年間みなさんよくがんばりました。次年度新しい学年になります。新しい仲間とともに新しい五中を築き上げ 
「日本一の学校」にしてください。 
 みなさんのおかげで素晴らしい経験ができました。ありがとう。 
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小坂力校長先生 退職   鬼頭昭先生(数学) 退職 
月村春雄先生(英語) 退職 
田中邦慈先生(保健体育) 八王子市立由木中学校へ 
今津光司先生(美術) 調布市立第三中学校へ 
伊藤智美先生(社会) 調布市立第三中学校へ 
谷哲朗先生(理科) 八王子市立舘中学校へ 
正冨元輝先生(保健体育) 都立南多摩中等教育学校へ 
小野真理さん(市事務) 調布市立布田小学校へ 

これまで五中のためにご尽力いただきありがとうございました。
みなさまのご活躍をお祈りしています。 

…最後にみなさんに伝えたいこと
は、「自分に期待してほしい」という
ことです。私たちはどうしても他人
と比べたり、他人の評価を気にした
りしてしまいがちです。確かに努力
に見合った成功は必ずしも約束され
ていないかもしれません。しかし、
成長は約束されています。 

あなたは自分の人生
の主人公です。自分の
人生のストーリーを自
分で描き、自分の成長
に期待して生きてほし
いと思います。 

学校長式辞 


